
江
戸
東
京
博
物
館
史
料
叢
書

勝
海
舟
関
係
資
料

海
舟
日
記

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館

都

市

歴

史

研

究

室

編

（四）
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付属資料① 中根淑上書 (1)

翌
誓
委
甕
氏
冬
氏
再
仰
天
a

之
え
梨
ぽ
誓
羹

塁
ぶ
巳
言
支
誓
貪
也
誓
皇
夏
こ
全

誓
虚
嵩
苫
誓
某
意
主
哀
菜
贔
未
誓
言

誓
塁
竺
千
総
嘲
議
論
赤
主
義
嬰
啄
魯
畠
言

宥
命
聾
塁
誓
賃
砂
警
嬰
塁
竺
露
忍
岱

竺
｛
翌
懇
こ
喜
雷
浄
鴫
喜

翌
気
喜
言

翌
池
逹
奉
歳
難
委
詈
薔
怖
長
髯
也
追
索
也
忍
嘴

贔
翌
憂
巴
蓬
逐
言
喜
摩
言
詈

l

不象警

晶
吟
域
鸞
塁
鸞
拿
言
之
菜
嗚
虞
之

文
1
8

噴
執
事
之
賜
』
讐
暫
慶
肉
ネ
知
令
美
在
牙
何
池
心

病
拿
知
戸
ふ
言
空禾
獨
翌
撃
璽
霊
喜
ネ
ー
Uj

墨

乎
雲
約
委
翌
迫
ぷ
塁
雙
璽
汝
委
臀
誓
各
令

為
塁
喜
塁
喜
墨
内
滉
氣
巴
弓
在
霜
誓
漱

喜
9
舟
誓
庚
ふ
誓
盟
ぎ
之
讐
塁
及
喜
ふ

誓
含
追
靡
患
土
言
誓
羞
揺
喜
塁
尺

2
吏
笠
唸
真
姦
吝
要
堕
ぷ
蓋
喜

l

所
己
喜
ぎ
恭

愈
―
面
羞
責
誓
言
心
望
誓
翠
髯
砿
線
懇
哨
逗
数

裟
唇
雷
色
ご
態
盆
望
ぎ
呟
キ
舎
臼
芝
塾
馬
拝

咽
包
年
奉
団
甚
b

冑
聾
翠
邦
品

眸
塾
可
足
下

8.付属資料① 中根淑上書 (2)
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勝

田

印

刷

東

京

都

詞

東

京

都

歴

史

文

化

財

団

東

京

都

江

戸

東

京

博

物

館

〒

一
三

0
|
0
0
一
五

東
京
都
墨
田
区
横
網
一
丁
目
四
番
一
号

T
E
L

O
三
ー
三

六
二
六
ー

九
九

一
八
（
研
究
室
）

F
A
X

0
三
ー

三
六
二
六
ー
八

0
0
1
―

4
,
9
2
4
9
6
5
,
5
4
,
5
C
0
0
2
1
 

東

京

都

江

戸

東

京

博

物

館

都

市

歴

史

研

究

室

勝
海
舟
関
係
資
料
海
舟
日
記

平
成
十
八
年
二
月
二
十
八
日

（四）
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2

文
中
に
適
宜
、
読
点
（
、
）
お
よ
び
並
列
点
(
.
)
を
加
え
た
。

1

日
付
は
、
便
宜
上
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
し
た
。

つ
ぎ
の
よ
う
に
し
た
。

が
、
編
集
の
都
合
に
よ
り
、
原
文
書
の
形
態
を
損
な
わ
な
い
程
度
に
、

翻
刻
に
あ
た
り
、
原
文
書
の
様
式
を
尊
重
す
る
よ
う
に
つ
と
め
た

一
し
た
。

心
に
註
を
適
宜
付
し
た
。
な
お
、
註
に
記
す
藩
名
は
、
版
籍
奉
還
か

い
て
は
、
駿
河
府
中
藩
の
名
称
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
静
岡
藩
に
統

ら
廃
藩
置
県
ま
で
に
使
わ
れ
た
名
称
を
用
い
た
。
ま
た
静
岡
藩
に
つ

れ
た
補
記
な
ど
を
記
し
、
下
段
に
は
本
文
等
に
登
場
す
る
人
名
を
中

本
文
編
は
、
中
段
を
本
文
と
し
、
上
段
に
原
書
罫
紙
欄
外
に
記
さ

翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

ち
、
「
海
舟
日
記
」
第
八
冊
（
資
料
番
号
9
4
2
0
1
7
0
4
)
を

本
書
は
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
勝
海
舟
関
係
資
料
の
う

凡

例

詞
の
「
而
」
「
得
」
「
江
」
「
之
」
は
原
文
表
記
の
ま
ま
と
し
た
。

5

変
体
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
同
音
の
平
仮
名
に
改
め
た
が
、
助

に
つ
い
て
は
、
読
む
上
で
の
便
宜
上
「
趣
」
に
統
一
し
た
。

な
お
、
宛
字
の
う
ち
「
趣
」
の
意
で
多
用
さ
れ
て
い
る
「
赴
」

阪
（
坂
の
宛
字
）

大
低
（
大
抵
の
宛
字
）

義
（
儀
・
議
の
宛
字
）

太
夫
・
太
輔
（
大
夫
・
大
輔
の
宛
字
）

な
い
が
、
と
く
に
注
記
は
し
な
か
っ
た
。

で
常
用
さ
れ
て
い
る
宛
字
で
、
文
字
の
用
法
と
し
て
は
的
確
で
は

(
O
O力
）
と
記
し
た
。
た
だ
し
、
以
下
の
文
字
は
「
海
舟
日
記
」

（
術
力
）
を
付
し
た
。
正
し
い
文
字
が
わ
か
る
場
合
は
、
右
傍
に

4

宛
字
・
誤
字
・
桁
字
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
て
、
右
傍
に
（
マ
マ
）

常
用
漠
字
に
改
め
た
。

は
「
相
」
「
杯
」
は
原
表
記
の
ま
ま
と
し
、

そ
れ
以
外
は
当
用

て
こ
れ
を
用
い
、
な
い
も
の
は
正
字
を
用
い
た
。
ま
た
、
異
体
字

3

漠
字
は
、
当
用
漠
字
・
常
用
漠
字
に
あ
る
も
の
は
、
原
則
と
し



学
芸
員
）

田
原
昇

（当
館
専
門
研
究
員
）

巻
末
に
、
本
書
の
解
説
を
付
し
た
。

10

朱
書
は
、
右
傍
に
（
朱
書
）
と
記
し
た
。

6

合
字
は
平
仮
名
に
あ
ら
た
め
た
。

ケ
は
残
し
た
。

ま
た
、
「
箇
所
」
「
斯
様
」
「
一
箇
」
な
ど
の
「
力
」
「
コ
」
を
表
す

と
記
し
た
。

「
ミ
」
を
付
し
た
。

高
山
慶
子
（
同
）

本
書
の
編
集
は
、
左
記
の
者
が
お
こ
な
っ
た
。
近
松
鴻
二
（
当
館

め
、
当
該
箇
所
の
訂
正
あ
る
い
は
削
除
さ
れ
た
文
字
に
見
せ
消
ち

9

本
文
中
の
補
記
や
加
除
訂
正
は
、
原
型
を
活
か
す
よ
う
に
つ
と

「
、
」
を
用
い
た
。
大
返
し
は
「
／
＼
」
（
字
数
分
）
を
用
い
た
。

8

踊
り
字
は
、
漠
字
は
「
々
」
、
平
仮
名
は
「
A

」
、
片
仮
名
は

（
字
数
不
明
）
で
示
し
、
触
損
な
ど
は
右
傍
に
（
虫
損
）
（
欠
損
）

7

欠
損
、
ま
た
は
判
読
不
明
の
文
字
は
、
ロ
ロ
（
字
数
分
）
ヽ
[

L...J 

た
だ
き
た
い
。

ロ
フ
ィ
ル
ム
版
目
録
一
覧
表
」
を
付
し
た
の
で
、
あ
わ
せ
て
利
用
い

年
刊
）
に
、
「
江
戸
東
京
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